
ＧIII vol. 123　熊本アートパレード名品展 アートパレード・パレード
会期　　　  2018年 6月13日（水）‒8月12日（日）
会場　　　  熊本市現代美術館 ギャラリーⅢ、井手宣通記念ギャラリー
出品作家　 角軍亀、岡松トモキ、永田順子、荒木宣男、河野基春、三藤有希子、

ギャバ釘本、光武美沙希、福島房雄、佐伯勝利、一村謙三、かるろす、
堀川仁彦、野田ちか子 

ＧIII vol. 123 「熊本アートパレード名品展 アートパレード・パレード」　

開催報告　



　熊本アートパレードとは、平面、立体、映像、書の部門に、15歳以上の熊本市ゆかりの方であれ

ば、どなたでも無料で参加することのできる公募型の美術展です。平成元年に熊本市民美術展と

してスタートして以降、平成15年に熊本市現代美術館が事業を継承し、熊本アートパレードとし

てリニューアルを行い、今日まで実施してきました。

　本展では、熊本アートパレードに長年ご出品いただき、多数入賞されてきた方を中心に、今後

の活躍が期待できる方、‘気になる作品’を出品されている方など、学芸員が審査に立ち会うなか

で見つめてきた、「この方のこの作品が素晴らしい！」という逸品をご紹介しました。

　一村謙三さんは、これまで最多の4回入賞。元美術教師でコツコツと長年発表を続けられまし

た。2000年頃は戦争体験を反映した平和を願う作品が多かった一方、近年は穏やかな夫婦生活

を描く作風へと変化。借用にご自宅に伺ったところ、これまでアートパレードに出品された作品が

数多く残され、一村さんの人生の記憶が一気に蘇ってくるようでした。残念ながら故人となられま

したが、会場には多くの教え子の方がおいでになり、思い出を語っていらっしゃったのが印象的で

した。

　その他にも、熊本各地のマラソン大会にユニークな「かぶりもの」で出走するかるろすさんのオ

ブジェや、一度見たら忘れられない、驚くほど細密な描写で知られる日本画の角軍亀さんを始め、

平面は永田順子さん、荒木宣男さん、河野基春さん、ギャバ釘本さん、福島房雄さん、三藤有希子

さん、光武美沙希さんが出品。映像やオブジェでは、佐伯勝利さん、岡松トモキさん、堀川仁彦さ

ん、野田ちか子さんなど、ベテランから若手まで、皆さん生き生きと制作に取り組まれるアーティ

ストばかりでした。作品の向こう側に、熊本という場所でともに生きる、一人の人間としての考え

方が透けて見えることで、共感が多く生まれた展示となりました。

編集：坂本顕子（熊本市現代美術館学芸事業班主査・学芸員）
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